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宗
像
大
社
浜
宮
考

野
木
　
雄
大

　
は
じ
め
に

　

宗
像
大
社（
福
岡
県
宗
像
市
）は
、
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
沖
津
宮（
沖
ノ
島
）、

大
島
の
中
津
宮
、
九
州
本
土
の
辺
津
宮
の
三
つ
の
宮
で
構
成
さ
れ
、
海
に
よ
っ

て
結
ば
れ
る
広
大
な
境
内
域
を
も
つ
。
四
世
紀
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
沖
ノ
島

に
お
け
る
国
家
的
祭
祀
は
、
七
世
紀
後
半
に
大
島
と
九
州
本
土
に
広
が
り
、

三
箇
所
の
古
代
祭
祀
の
場
は『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』に
宗
像
三
女
神
を

祀
る
三
つ
の
宮
と
し
て
登
場
す
る
。

　

三
宮
の
中
で
も
、
辺
津
宮
は
古
代
祭
祀
終
了
後
の
境
内
の
状
況
や
神
事

の
様
子
に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
辺
津
宮
の
す
ぐ
東
側

を
流
れ
る
釣
川
は
か
つ
て
入
海
で
あ
り
、『
日
本
書
紀
』に
お
い
て
「
海へ

つ
み
や浜

」

と
表
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
辺
津
宮
は
ま
さ
に
海
に
臨
む
信
仰
の
場
で
あ
っ
た
。

　

辺
津
宮
と
海
と
の
関
係
を
偲
ば
せ
る
も
の
と
し
て
、
本
稿
で
は
「
浜
宮
」

を
取
り
上
げ
た
い
。「
浜
宮
」
は
辺
津
宮
か
ら
釣
川
を
四
㎞
ほ
ど
下
っ
た
河

口
の
西
岸
に
位
置
す
る
神
社
で
あ
る
。
一
般
向
け
の
解
説
書
『
む
な
か
た
さ

ま　

そ
の
歴
史
と
現
在
〈
改
訂
版
〉』（
宗
像
大
社
発
行
、二
〇
〇
六
年
）は
、

「
浜
宮
」
の
神
事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
解
説
を
載
せ
て
い
る
。

【写真 一 】現在の浜宮

【写真二】現在の浜宮
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五
月
祭
・
浜
宮
祭
（
五
月
五
日
）

辺
津
宮
の
脇
を
流
れ
る
釣
川
を
下
っ
た
川
口
の
両
岸
に
は
、
神
湊
の
浜

側
に
「
浜
宮
」
が
あ
り
、
江
口
に
「
五
月
宮
」
が
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら

こ
こ
に
お
い
て
宗
像
宮
の
五
月
会
、
神
幸
祭
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
故
事
に
倣
い
、
現
在
で
も
「
し
ょ
う
ぶ
」「
ち
ま
き
」
を
お
供
え
し
て

の
祭
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
祭
り
の
あ
と
、
現
地
で
「
ち
ま
き
」
な

ど
を
い
た
だ
く
直
会
が
あ
り
ま
す
。（『
む
な
か
た
さ
ま
』
一
二
三
頁
）

　

現
在
の
宗
像
大
社
の
神
事
と
い
え
ば
、
百
艘
も
の
漁
船
に
よ
っ
て
壮
麗
な
海
上
神

幸
が
行
わ
れ
る
「
み
あ
れ
祭
」
が
著
名
で
あ
る
が
、
五
月
祭
は
内
陸
部
の
農
村
の
参

加
を
意
図
し
て
再
興
さ
れ
た
神
事
で
、「
釣
川
河
口
西
岸
の
神
湊
の
浜
宮
で
浜
降
り

の
祭
を
行
い
、つ
い
で
東
岸
江
口
の
五
月
松
原
で
五
月
祭
祭
典
が
行
わ
れ
」
る
（
１
）。
五

月
祭
の
舞
台
と
な
る
「
浜
宮
」
は
そ
の
名
の
示
す
ご
と
く
、
ま
た
釣
川
河
口
の
海
に

臨
む
立
地
か
ら
ま
さ
に
「
海へ

つ
み
や浜

」
を
象
徴
す
る
社
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
浜
宮
」
は
宗
像
大
社
の
境
内
（
国
史
跡
「
宗
像
神
社
境
内
」）

に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
か
、「
浜
宮
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は『
宗
像
神
社
史
』

（
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
編
、
上
巻
一
九
六
一
年
、
下
巻
一
九
六
六
年
）
の
記
述

が
全
て
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
宗
像
神
社
史
』の
記
述
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
、

浜
宮
の
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
見
直
し
を
し
た
い
と
思
う
。
な
お
、
行
論
の
便
宜
上
、

現
在
釣
川
河
口
に
あ
る
「
浜
宮
」
と
区
別
す
る
た
め
、
近
世
以
前
は
、
史
料
の
通
り

「
濱
宮
」
な
い
し
「
濱
殿
」
と
旧
字
で
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
一
、濱
殿
移
動
説

　

建
治
三
年
（
一
二
七
七
）の『
宗
像
三
所
大
菩
薩
御
座
次
第
』
に
は
「
濱
宮
御
正

躰
者
、
冠
俗
躰
白
大
鬚
、
所
持
物
者
、
白
シ（

笏

）

ヤ
ク
、
御
衣
赤
色
、
安
鞍
御
座
」
と
み

え
る
。『
宗
像
三
所
大
菩
薩
御
座
次
第
』は
辺
津
宮
に
祭
ら
れ
て
い
る
各
「
御
正
躰
」

に
つ
い
て
記
し
た
史
料
で
、
辺
津
宮
境
内
の
諸
施
設
の
具
体
的
な
構
成
が
分
か
る
初

見
史
料
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
惣
社
（
第
一
宮
）、
中
殿
第
二
大
菩
薩
（
第
二
宮
）、

第
三
大
菩
薩
（
第
三
宮
）、
正
三
位
、
上
高
宮
、
本
宮
下
高
宮
、
濱
宮
、
内
殿
（
政
所

社
）の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
御
正
躰
」
に
つ
い
て
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
お
り
、
濱
宮
を

除
き
辺
津
宮
境
内
に
存
在
す
る（
あ
る
い
は
存
在
し
て
い
た
）こ
と
が
明
ら
か
な
社

で
あ
る
（
２
）。
こ
の
中
で
濱
宮
の
み
が
辺
津
宮
境
内
か
ら
離
れ
た
釣
川
河
口
に
あ
っ
た

と
は
考
え
に
く
く
、
少
な
く
と
も
十
三
世
紀
に
は
「
御
正
躰
」
を
持
っ
た
社
と
し
て

濱
宮
が
辺
津
宮
境
内
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
世
の
辺

津
宮
境
内
の
状
況
を
寛
永
年
間
に
描
い
た
と
さ
れ
る【
図
一
・
二
】「
田
島
宮
社
頭

古
絵
図
」
に
お
い
て
、
大
き
な
池
の
左
側
に
付
さ
れ
た
「
馬
場
之
末
、
御
前
之
濱
ト

云
」
の
注
記
と
合
致
す
る
。
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【図 一 】田島宮社頭古絵図 【図二】田島宮社頭古絵図トレース図

山野善郎「日本における社殿の成立と宗像神社」（「宗像・沖ノ島と関連遺産群」世界
遺産推進会議編『「宗像・沖ノ島と関連遺産群」研究報告』Ⅱ－1、2012年）より引用



28

　

さ
て
、『
宗
像
神
社
史
』（
上
巻
三
九
九
～
四
〇
〇
頁
）は
、「
田
島
宮
社
頭
古
絵

図
」
の
注
記
に
触
れ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

　

辺
津
宮
境
域
近
く
の
濱
宮
の
位
置
は
、
第
一
宮
の
馬
場
の
東
端
で
、
釣
川
に

面
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
…
（
中
略
）
…
三
月
春
外
祭
、
六

月
晦
日
の
和
儺
祓
に
、
あ
る
い
は
三
神
輿
が
出
で
、
あ
る
い
は
修
祓
の
こ
と
の
行

わ
れ
た
の
は
、
こ
こ
の
「
御
前
の
濱
」
あ
る
い
は
「
御
前
ノ
前
ノ
濱
川
」
で
あ
り
、

こ
こ
が
当
時
の
「
濱
宮
（
濱
殿
）」
の
位
置
で
あ
っ
た
と
い
い
え
よ
う
。

　

上
述
の
濱
宮
は
、
往
時
の
一
つ
の
位
置
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
釣
川
の
河

口
で
、
海
に
注
ぐ
江
口
の
五
月
浜
も
、
こ
れ
ま
た
神
事
場
に
な
っ
て
い
る
。
応
安

神
事
次
第　
　

に
、「
五、

、

、

、

月
ノ
浮
殿
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
で
、
今
、
玄
海
町
江

口
の
釣
川
河
口
の
海
浜
を
「
五
月
浜
」
と
呼
ん
で
お
り
、
里
人
は
こ
こ
が
五
月

会
の
神
幸
神
事
の
行
わ
れ
た
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
恐
ら
く
祭
祀
の
実
際
が
、

次
第
に
今
の
五
月
浜
附
近
の
河
口
・
海
浜
の
地
に
濱
宮
を
し
つ
ら
え
る
を
必
要

と
せ
し
め
、
こ
こ
に
移
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
祭
祀
の
実
際
に
従
っ

て
い
え
ば
、
三
月
・
六
月
の
祓
の
如
き
一
社
内
だ
け
の
神
幸
・
修
祓
の
如
き
は
、

そ
の
後
と
い
え
ど
も
、
辺
津
宮
御
前
の
濱
の
釣
川
で
行
わ
れ
、
五
月
会
・
八
月

放
生
会
の
如
き
一
社
内
だ
け
で
な
く
、
郡
内
末
社　
　
　

の
神
輿
の
神
幸
が

合
体
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
祭
に
つ
い
て
は
、
江
口
の
五
月
浜
を
祭

場
と
し
、こ
こ
を
濱
宮
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
引
用
に
あ
た
り
筆
者
が
傍
点
・
傍
線
を
付
し
、
旧
仮
名
遣
い
を
現
代
仮
名
遣
い
に
改

め
た
。
こ
れ
以
降
の
引
用
に
際
し
て
も
、
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
る
）

　

こ
の
よ
う
に
、『
宗
像
神
社
史
』
は
、
辺
津
宮
境
内
付
近
の
「
御
前
之
濱
」
に
あ
っ

た
濱
宮
（
濱
殿
）が
釣
川
河
口
の
五
月
浜
（
現
宗
像
市
江
口
）に
「
移
動
」
し
た
と
説

く
（【
図
三
】
参
照
）。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
、
神
事
の
規
模
（
郡
内
末
社
の
神
幸

の
有
無
）に
よ
っ
て
、二
つ
の
濱
宮
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
と
も
い
う
の
で
あ
る
。「
御

前
之
濱
」か
ら
五
月
浜
へ
の
単
純
な「
移
動
」で
は
な
く
、か
か
る
複
雑
な
解
釈
を『
宗

像
神
社
史
』
が
と
っ
た
の
は
、「
田
島
宮
社
頭
古
絵
図
」
の
注
記
に
よ
り
、
少
な
く
と

も
中
世
末
ま
で
辺
津
宮
境
内
北
東
側
の
「
御
前
之
濱
」
に
お
け
る
濱
宮
の
存
在
が

裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
、
現
在
の
浜
宮
が
釣
川
河
口
に
存
在
し
て
い
る
事
実
と
の
整

合
性
を
図
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
見
合
理
的
な
説
明
に
み
え
る
「
濱
殿
移

動
説
」
は
、
史
料
に
よ
る
裏
付
け
が
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、『
宗
像
神
社

史
』が
「
移
動
」
し
た
と
す
る
「
濱
殿
」
の
場
所
は
現
皐
月
神
社
で
あ
り
、
現
在
の
浜

宮
と
は
位
置
が
相
違
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
整
合
的
な
説
明
は
な

さ
れ
て
い
な
い
。
は
た
し
て『
宗
像
神
社
史
』の
説
く
よ
う
に
濱
殿
の
場
所
が「
移
動
」

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
章
を
替
え
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
二
、浮
殿
と
濱
殿

　

前
節
で
引
用
し
た
よ
う
に
、『
宗
像
神
社
史
』
は
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
成
立
の『
応
安

神
事
次
第
』（
以
下
「
神
事
次
第
」）
甲
本
に
み
え
る
「
五
月
ノ
浮
殿
」
を
釣
川
河
口
の
五、

、月

浜
（
五
月
松
原
）で
五、

、月
会
が
行
わ
れ
た
根
拠
と
す
る
。「
神
事
次
第
」
は
、
中
世
宗
像
社
に

お
け
る
一
年
間
の
神
事
を
月
日
ご
と
に
網
羅
的
に
記
し
た
史
料
で
、
現
在
六
つ
の
伝
本
（
甲
本
、

乙
本
、
丙
本
、
丁
本
、
戊
本
、
癸
本
）
が
存
在
す
る
が
（
３
） 

、「
五
月
ノ
浮
殿
」
は
こ
れ
ら
の
伝

五
月
会

の
条

（
マ
マ
）

織
幡
・
許
斐

伊
摩
・
浪
折
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【図三】五社神輿五月濱殿神幸路図（『宗像神社史』下巻第 一七図を改変）
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本
の
う
ち
甲
本
、
し
か
も
五
月
会
に
つ
い
て
の
記
述
に
た
っ
た
一
箇
所
だ
け
見
え
る
用
語
で
あ

る
。
ま
ず
、こ
の
用
語
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

五
月
会
は
、
中
世
辺
津
宮
の
主
要
な
社
で
あ
る
第
一
宮
、
第
二
宮
、
第
三
宮
に
織
幡
社
（
宗

像
市
鐘
崎
）、
許
斐
社
（
同
王
丸
）
を
加
え
た
い
わ
ゆ
る
「
五
社
」
の
神
輿
、
及
び
伊
摩
社
（
同

吉
田
）、
浪
折
社（
同
田
野
）、
黒
尾
社（
同
王
丸
）の
神
馬
に
よ
る
濱
殿
へ
の
神
幸
が
行
わ
れ
る
。

次
に
甲
本
と
乙
本
の
五
月
会
の
記
載
を
掲
げ
る
。

【
史
料
一
】　
「
神
事
次
第
」
甲
本
（
原
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
ル
ビ
は
省
略
、
傍
点
・

傍
線
等
は
筆
者
。
以
下
同
じ
）

一　

五
月
会
事
、
内
陣
ニ
赤
色
ノ
縵（

幔
）ヲ

引
也
。

昔
ハ
五、

、

、

、

、

月
ノ
浮
殿
者
三
間
四
面
ノ
御
社
也
。
雖
レ
然
、
近
年
令
二
破
指（

損
）

一
畢
。

可
レ
有
二
急
束（

速
）

御
造
立
一
者
也
。

（
中
略
）

一　

濱、

、殿
事
、

御
ア上

座
ク
ラ
ヲ
ス
エ
マ
イ
ラ
せ
テ
後
、
祝
詞
申
也
。

一　

馬
ヨ
リ
下
テ
後
、
祝
詞
禰
宜
、
善
ノ
ツ
ナ
ヲ
ト
リ
テ
、

社
務
ノ
御
カ
タ
ニ
カ
ケ
マ
イ
ラ
せ
テ
、
祝
詞
ハ
御
崎
ニ
マ
イ
ル
也
。
神
官
各
せ（

善

）ム

ノ
ツ
ナ
ヲ
ト
リ
テ
マ
イ
ル
也
。
社
ノ
御
前
ニ
テ
善
ノ
ツ
ナ
ヲ
給
テ
、
御
ア
ク
ラ
ヲ

入
マ
イ
ラ
ス
ル
ヘ
シ
。

（
中
略
）

一　

御
輿
ハ
濱
ヨ
リ
、
織
幡
ハ
シ
キ
ハ
ム
ニ
入
御
、

一
・
二
ハ
惣
社
ニ
入
御
、
三
ハ
中
殿
ヨ
リ
入
御
、
許
斐
ハ
コ
ノ
ミ
ニ
入
御
ナ
リ
。

【
史
料
二
】「
神
事
次
第
」
乙
本

一　

五
月
会
、
朔
弊
如
レ
常
。
濱、

、宮
ノ
神
殿
ノ
後
ニ
ハ
赤
キ
色
ノ
縵（

幔
）

幕
ヲ
引
也
。
内

陣
也
。

昔
濱、

、宮
ハ
三
間
四
面
御
社
也
。

　
　
（
中
略
）

一　

濱、

、殿
、
御
上
座
ヲ
置
テ
後
、
祝
詞
ヲ
申
、
濱
神
殿
前
ニ
馬
ヨ
リ
下
テ
、
祝
詞
、

御
輿
ノ
善
ノ
縄
ヲ
取
テ
、
社
務
ノ
御
屑（

肩
）

カ
ケ
進
テ
、
忌
子
・
祝
詞
ハ
御
前″

先
ニ

参
ル
。
社
ノ
御
前
ニ
テ
善
ノ
ツ
ナ
ヲ
忌
子
給
ル
。
名各

神
官
ハ
高
座
ヨ
リ
五
社″

台

ノ
善
ノ
ツ
ナ
ヲ
カ
タ
ニ
カ
ク
ル
。
五
台
御
コ
シ
ナ
ラ
ヘ
申
、
烈（

列
参
）讃

ス
キ
テ
、
第
一
ヨ

リ
次
第
ニ
御
ア（

上

座

）

ク
ラ
ヲ
入
マ
イ
ラ
ス
ル
也
。
御
供
者
惣
宮
師
・
政
所
也
。
次
第

浮
殿

【図四】「宇佐小山田文書」八三号文書（部分、『大分県史料』巻七）
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如
二
三
日
一
也
。

（
中
略
）

一　

御
還
御
、
織
幡
宮
ハ濱マ
マ″

ヨ
リ
本
宮
ヘ
御
帰
リ
、
一
・
二
社
惣
社
ニ
御
入
、
三
ハ

中
殿
ヨ
リ
御
入
、
許
斐
ハ
ス
ク
ニ
還
御
、
同
正
日

（
月
ヵ
）田

植
ア
リ
。

　

甲
本
に
は
、
内
陣
に
赤
色
の
幔
幕
を
引
く
「
五
月
ノ
浮
殿
」
は
、
か
つ
て
三
間
四
面

の
社
で
あ
り
、
近
年
破
損
し
た
た
め
急
い
で
造
立
す
べ
き
だ
と
あ
る
。『
宗
像
神
社

史
』
は
「
五
月
ノ
浮
殿
」
＝
「
濱
殿
（
宮
）」
と
理
解
し（
上
巻
、
三
九
八
頁
）、
宇
佐

八
幡
宮
の
放
生
会
の
際
に
造
ら
れ
る
浮
殿
の
事
例
（
応
永
二
〇
年
〔
一
四
一
三
〕）
を

参
照
し
つ
つ（【
図
四
】）、
濱
宮
の
社
殿
が
浜
辺
に
建
て
ら
れ
た
「
浮
殿
造
り
」
で
あ
っ

た
と
す
る（
上
巻
四
〇
三
頁
、
下
巻
一
五
八
頁
）。
内
陣
に
赤
色
の
幔
幕
を
引
く
三

間
四
面
の
建
物
は
乙
本
に
お
い
て
は
「
濱
宮
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
従
来
「
浮

殿
」
＝
「
濱
殿
」
と
考
え
ら
れ
て
き
た
根
拠
で
あ
っ
た
。

　

五
月
会
の
当
該
箇
所
を
諸
本
で
比
較
す
る
と
、
甲
本
は
「
五
月
ノ
浮
殿
」、
戊
・

癸
本
は
「
浮
殿
」
と
し
、
乙
・
丙
・
丁
本
は
「
濱
宮
」
と
す
る
。
し
か
し
、【
史
料
一
】

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
甲
本
で
も
神
幸
が
行
わ
れ
る
場
所
と
し
て
は
「
濱
殿
」
と

表
現
し
て
お
り
、
こ
れ
は
戊
・
癸
本
も
同
様
で
あ
る
。
五
月
会
に
お
け
る
最
も
重
要

な
場
で
あ
る
「
濱
殿
」
が
、
同
じ
神
事
の
記
述
の
中
で
「
浮
殿
」「
濱
殿
」
と
い
う
二

通
り
の
名
称
で
現
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
五
月
会
に
お
け
る
「
浮
殿
」
の
神
事
を
他
に
探
す
と
、「
神
事
次
第
」
甲

本
と
同
時
期
の
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）に
成
立
し
た
神
事
史
料
で
あ
る『
正

平
二
十
三
年
宗
像
宮
年
中
行
事
』（
以
下
、「
年
中
行
事
」）の「
館
浮、

、殿
神
事
社
務
館
」

の
項
目
に
「
同（

五
月
朔
日
）

日　

試
楽
神
事
今
末
役
」
と
あ
る
。『
宗
像
神
社
史
』
は
、「
五
月
五

日
に
は
田
島
宮
に
お
い
て
、い
わ
ゆ
る
五
月
会
の
大
祭
が
行
わ
れ
る
の
で
、
大
宮
司
の

社
務
館
の
浮
殿
の
前
で
、
こ
の
祭
の
た
め
の
楽
舞
の
試
楽
（
練
習
）
が
こ
の
日
か
ら
行

わ
れ
る
」
と
説
明
す
る（
下
巻
一
五
七
頁
）。
強
調
し
た
い
の
は
、
史
料
上
の
「
浮
殿
」

は
、
五
月
一
日
に
「
試
楽
神
事
」
が
行
わ
れ
る
「
館
浮、

、殿
」
と
問
題
の
「
神
事
次
第
」

甲
本
五
月
三
日
条
の
「
五
月
ノ
浮
殿
」（
戊
・
癸
本
で
は
「
浮
殿
」）に
限
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

　

次
に
注
目
し
た
い
の
は
、「
年
中
行
事
」
で
は
、「
館、

、

、

浮
殿
神
事
社
務
館
」
と
い
う

項
目
を
立
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
館
」
と
は
社
務
（
宗
像
大
宮
司
）の
館
の
こ

と
で
、「
御
内
」
と
も
表
さ
れ
る
（
４
）。「
神
事
次
第
」
甲
本
正
月
十
五
日
条
に
は

「
御、

、

、

、

内
浮
殿
事
、
チ
ハ
ヤ
フ
ル
ウ　

（

浮

殿

宮

）

　

キ
ト
ノ
ノ
ミ
ヤ
ノ
ユ
フ
タ
ス
キ
、
カ
ケ
テ
ノ
ノ
チ
ハ
タ

ノ
シ
カ
リ
ケ
リ
、
古
人
曰
、
昔
ハ
池
ノ
中
嶋
ニ
在
レ
社
、
号
二
浮、

、殿
ト
一
云
々
」
と
あ
り
、

「
御、

、

、

、

内
浮
殿
」
＝
「
大
宮
司
館
の
浮
殿
」
は
か
つ
て
池
の
中
島
に
あ
っ
た
た
め
、「
浮

殿
」
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
様
の
記
事
は
、
乙
本
を
除
く

「
神
事
次
第
」
諸
本
に
見
ら
れ
、
等
し
く
「
御
内
浮
殿
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
か
つ
て
中
島
に
建
て
ら
れ
て
い
て
、
池
に
浮
い
た
よ
う
な
構
造
を
持
つ
建
物
が

「
浮
殿
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
大
宮
司
館
（
あ
る
い
は
そ
の
付
近
）に
移
っ
た

た
め
「
御、

、内
浮
殿
」
と
表
現
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
御
内
浮
殿
」
が
中
島
に
あ
っ
た
頃
と
同
じ
様
に
、
構
造
と
し
て
「
浮
殿
」
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
史
料
上
に
「
浮
殿
」
と
表
現

さ
れ
る
場
合
は
、「
御、

、内
浮
殿
（
館、

浮
殿
）」
を
指
し
、「
濱
殿
」
を
指
さ
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、「
年
中
行
事
」に
お
い
て
「
館
浮、

、殿
神
事
社
務
館
」
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と
「
濱、

、殿
社
」
と
が
別
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

さ
て
、
再
び【
史
料
一
】「
神
事
次
第
」
甲
本
に
み
え
る
「
五
月
ノ
浮
殿
」
が
乙

本
で
は
「
濱
殿
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。「
五
月
ノ
浮
殿
」
と
い
う
表
現
が
、

現
存
史
料
の
う
ち
「
神
事
次
第
」
甲
本
の
こ
の
一
箇
所
の
み
に
現
わ
れ
る
こ
と
か
ら

推
せ
ば
、「
五
月
ノ
浮
殿
」
は
「
五、

、

、

月
会
で
使
用
さ
れ
る
浮、

、殿
構
造
の
建
物
」
の
意
で
、

す
な
わ
ち
「
濱
殿
」
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

史
料
上
の
「
浮
殿
」
は
「
御
内
浮
殿
（
館
浮
殿
）」
を
指
す
が
、
甲
本
の
「
五
月
ノ
浮

殿
」
に
限
り
「
濱
殿
」
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
五
月
ノ
浮
殿
」
と
い
う
表

現
か
ら
「
濱
殿
」
も
浮
殿
構
造
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
、五
月
会
・
放
生
会
に
お
け
る
濱
殿

　
（
一
）五
月
会

　
「
五
月
ノ
浮
殿
」
が
「
五、

、

、

月
会
で
使
用
さ
れ
る
浮、

、殿
構
造
の
建
物
」
の
意
と
す
れ
ば
、

「
五
月
ノ
浮
殿
」
を
根
拠
に
釣
川
河
口
の
五、

、

、

月
浜
（
五
月
松
原
）で
五
月
会
が
行
わ

れ
た
と
す
る『
宗
像
神
社
史
』の
解
釈
に
疑
念
が
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
で
は
、
五
月

浜
で
五
月
会
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
の
か
、神
事
の
内
容
を
追
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る

（【
表
一
】（
５
）
参
照
）。

　

五
月
五
日
に
行
わ
れ
る
五
月
会
の
流
れ
は
、
ま
ず
許
斐
社
の
神
輿
が
辺
津
宮
（
田

島
宮
）に
神
幸
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
許
斐
社
（
と
そ
の
付
属
社
の
黒
尾
社
）は
、

辺
津
宮
の
第
一
宮
・
第
二
宮
・
第
三
宮
と
と
も
に
第
二
宮
（
中
殿
）の
傍
ら
に
あ
っ
た

廟
院
に
入
る
。
こ
こ
で
御
供
が
さ
れ
た
後
、
四
社
は
濱
殿
へ
と
神
幸
す
る
。
こ
の
時
を

見
計
ら
っ
て
、
織
幡
社
（
と
伊
摩
社
・
浪
折
社
）の
神
輿
が
そ
れ
ぞ
れ
出
発
し
、
四
社

と
同
時
に
濱
殿
に
到
着
す
る（『
宗
像
神
社
史
』
下
巻
一
七
三
～
一
七
四
頁
）。
五
月

会
は
濱
殿
に
お
い
て
最
高
潮
と
な
り
、
様
々
な
神
事
を
終
え
た
後
、「
御
輿
ハ
濱、

ヨ
リ
、

織
幡
ハ
シ
キ
ハ
ム
ニ
入
御
、
一
・
二
ハ
惣
社
ニ
入
御
、
三
ハ
中
殿
ヨ
リ
入
御
、
許
斐
ハ
コ
ノ

ミ
ニ
入
御
ナ
リ
」（【
史
料
一
】）と
あ
る
よ
う
に
、五
社
は
「
濱
」
か
ら
還
御
し
て
ゆ
く
。

　
「
濱
殿
移
動
説
」
を
採
る『
宗
像
神
社
史
』は
、
濱、

殿、

の、

移、

動、

に、

伴、

い、

五、

社、

の、

神、

輿、

（
＋
黒
尾
社
、
伊
摩
社
、
浪
折
社
）の、

神、

幸、

先、

も、

変、

わ、

る、

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
還
御

す
る
「
濱
」
が
「
御
前
之
濱
」
か
ら
五
月
浜
に
変
更
さ
れ
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
五

月
会
に
お
け
る
神
輿
と
神
馬
の
動
き
を【
図
三
】で
追
う
と
、五
月
浜
か
ら
の
還
御
は
、

第
一
宮
・
第
二
宮
・
第
三
宮
・
許
斐
社
・
黒
尾
社
が
一
度
釣
川
河
口
に
神
幸
し
て
か

ら
還
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、「
御
前
之
濱
」か
ら
還
御
し
た
場
合
と
比
べ
て
、

辺
津
宮
～
五
月
浜
の
往
復
分
だ
け
神
幸
の
距
離
が
延
び
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、「
年
中
行
事
」「
神
事
次
第
」
に
よ
れ
ば
、
五
月
三
日
に
第
一
宮
で
小
五
月

会
と
呼
ば
れ
る
「
五
月
会
試
楽
大
神
事
」
が
行
わ
れ
る
が
、『
吉
野
期
神
事
目
録
』

（
十
四
世
紀
後
半
成
立
）
同
日
条
に
は
「
濱、

、宮
五
社
、
鏑（

流
鏑
馬
）

流
馬
、
競
馬
、
三
十
社
」（
６
）

　

と
あ
り
、「
濱
宮
」で
も
流
鏑
馬
や
競
馬
が
催
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
三
日
の

「
濱、

宮
」
の
神
事
に
つ
い
て
、『
年
中
諸
祭
礼
衣
裳
之
事
』（
宝
徳
二
年
〔
一
四
五
〇
〕

成
立
）同
日
条
に
も
「
濱、

江
御
出
之
時
、
午
剋　

木
賊
色
」
と
み
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

本
番
と
な
る
五
日
に
は
「
濱
殿
」
で
神
幸
祭
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
連
の
五
月
会
の
神
事
の
中
で
、
場
所
の
異
な
る
「
濱
」
が
同
じ
表
記
を
さ
れ
る

と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
三
日
に
流
鏑
馬
や
競
馬
を
催
す
「
濱
」
は
五
日
に
神
輿
が
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還
御
す
る
「
濱
」
と
同
一
の
場
所
で
あ
ろ
う
。「
神
事
次
第
」
甲
本
六
月
一
日
条
「
和

儺
祓
事
」
に
「
御
輿
三
躰
、
御、

前、

濱、

ニ
御
出
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
こ
れ
ら
の

神
事
関
係
史
料
に
お
い
て
は
単
に
「
濱
」
と
記
さ
れ
る
場
合
で
も
、「
御
前
濱
」
を
指

す
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
五
月
浜
を
「
濱
」
と
記
す
明
証
は
な
い
。
そ
も
そ
も
成

立
期
が
異
な
る
神
事
関
係
史
料
の
中
で
（
７
）、
異
な
る
場
所
を
一
貫
し
て
「
濱
」
と

表
現
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、五
月
会
に
お
け
る
濱
殿
神
事
は

「
御
前
之
濱
」
で
行
わ
れ
て
お
り
、
五
月
浜
の
濱
殿
を
積
極
的
に
想
定
す
る
必
要
は

な
い
と
い
え
る
。

　
（
二
）
放
生
会

　

五
月
会
と
並
ぶ
大
祭
で
あ
り
、
濱
殿
に
お
い
て
も
神
事
が
行
わ
れ
る
放
生
会
で
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

放
生
会
も
許
斐
社
に
よ
る
辺
津
宮
神
幸
か
ら
神
事
が
始
ま
る
が
、
最
初
に
到
着

す
る
場
所
が
異
な
っ
て
い
る
。
八
月
十
三
日
に
許
斐
社
は
黒
尾
社
と
と
も
に
「
館
浮

殿
」
に
神
幸
し
、こ
れ
が
「
市
渡
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

翌
十
四
日
に
許
斐
社
は
中
殿
御
廟
院
へ
と
神
幸
し
、
こ
こ
で
第
一
・
二
・
三
宮
と

合
流
す
る
（
８
）
。
廟
院
で
の
御
供
・
直
会
を
終
え
る
と
、
四
社
は
濱
殿
に
神
幸
し
、
五

月
会
同
様
こ
こ
で
織
幡
社
・
伊
摩
社
・
浪
折
社
と
合
流
す
る
の
で
あ
る
。
先
に
「
御

内
浮
殿
（
館
浮
殿
）」
と
「
濱
殿
」
は
異
な
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ

れ
は
放
生
会
で
「
館
浮
殿
」
か
ら
廟
院
を
経
て
「
濱
殿
」
に
神
幸
す
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。

【
史
料
三
】「
神
事
次
第
」（
甲
本
）

一　

濱
殿
ノ
酒
肴
ハ
高
キ
タ
ナ
ノ
上
ニ
ラ
イ
シ
二
前
、

　
　

御
肴
五
前
、
御
酒
瓶
子
二
フ
タ
ツ
、
御
ア
ク
ラ
モ
タ
ナ
ノ
ウ
エ
ニ
ス
エ
マ
イ
ラ
ス
ル
、

一　

惣
社
事
、

　
　

大
鳥
居
ノ
前
ニ
テ
善
ノ
ツ
ナ
ヲ
ト
リ
テ
マ
イ
ラ
ス
ル
、

　
　

祝
詞
禰
宜
上
ノ
御
崎
ニ
立
ツ
。
大
夫
ノ
貫
首
ヲ
崎
ニ
立
ル
也
。
拝
殿
ノ
樋
ノ
下

ニ
テ
せ（

善

）ム
ノ
ツ
ナ
ヲ
給
テ
、
御
ア
ク
ラ
ヲ
進
ル
。

　
　

次
伝
供
、
次
着
座
、

【
史
料
四
】「
神
事
次
第
」（
乙
本
）

濱
殿
ノ
酒
肴
ハ
高
キ
棚
ノ
上
ニ
ラ
イ
シ
二
前
進
、
御
肴
五
前
、
御
酒
二
瓶
進
、
御
上

座
タ
ナ
ノ
上
ニマ
イ
ラ
ス
ル
。
祝″

″
″ 詞申

、
夜、

、

、

、

ニ
入
テ
風
流
、
次
田
楽
、
次
延
年
、
次

猿
楽
。

一　

惣
社
之
儀
式
、
大
鳥
居
本
ニ
テ
一
ノ
善
縄
ヲ
社
務
ノ
左
肩
ニ
カ
ケ
テ
進
ス
。
御

輿
五
台
ヲ
一
面
ニ
並
申
、
神
官
ノ
高
座
ヨ
リ
面
々
ニ
善
ノ
ツ
ナ
ヲ
給
立
テ
持
ツ

…
（
中
略
）
…
御
上
座
ハ
拝
殿
ノ
樋
ノ
下
ニ
テ
進
ル
。
上
座
マ
イ
リ
タ
ル
、
御
コ

シ
ハ
東
ノ
経
房
ノ
前
ノ
コ
ト
ク
カ
クキ

申
テ
、
西
ノ
キ（

経

房

）

ヤ
ウ
ハ
ウ
ノ
前
ニ
ス
エ
ナ
ラ
ヘ

申
テ
後
、
休
殿
ニハ
入
申
也
。
…
（
後
略
）

　
【
史
料
三
・
四
】か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
濱
殿
」で
は
酒
肴
や
祝
詞
、
風
流
や
田
楽
な
ど

が
行
わ
れ
、そ
の
後
に
惣
社（
第
一
宮
）へ
神
幸
す
る
。
惣
社（
第
一
宮
）に
帰
っ
た
五
社
は
、

大
鳥
居
の
前
で
第
一
宮
神
輿
の
善
の
縄ツ

ナ

を
社
務
＝
大
宮
司
の
左
肩
に
か
け
、
神
輿
五
台
を
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並
べ
、
神
職
の
上
席
の
者
か
ら
そ
の
縄
を
持
って
立
つ
。
拝
殿
の
樋
の
下
で
善
の
縄
を
受
け
、

御
上
座（
神
座
）を
第
一
宮
本
殿
に
進
め
る
。
神
輿
は
東
の
経
房
の
前
に
掻
き
、西
の
経
房

の
前
に
据
え
並
べ
た
後
、休
殿
に
入
れ
る
。
そ
の
後
御
供
が
行
わ
れ
る
。

　

濱
殿
が
五
月
浜
に
あ
っ
た
場
合
、辺
津
宮
か
ら
神
幸
し
て
き
た
三
宮
・
許
斐
社
と
鐘
崎
か

ら
神
幸
し
て
き
た
織
幡
社
と
が
濱
殿
で
合
流
し
神
事
を
行
っ
た
後
、五
社
揃
って
惣
社（
第

一
宮
）へ
神
幸
す
る
の
で
、三
宮
と
許
斐
は
一
度
濱
殿
に
出
御
し
、
再
び
辺
津
宮
へ
戻
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、乙
本
に
よ
れ
ば
、
濱
殿
で
の
酒
肴
の
後
、「
夜
ニ
入
テ
」、
風
流
、

田
楽
、
延
年
、
猿
楽
が
催
さ
れ
る
と
あ
る
た
め
、「
惣
社
之
儀
式
」
を
行
う
た
め
に
夜
道
を

第
一
宮
へ
神
幸
す
る
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
濱
殿
が
五
月
浜
に
あ
る
こ
と
で
、
神
輿
の

異
動
が
不
自
然
に
な
って
し
ま
う
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

　

翌
十
五
日
に
は
、「
船
ク
ラ
ヘ
」（「
年
中
行
事
」
で
は
「
船
闘
神
事
」）
が
行
わ
れ

る
。
こ
れ
は
五
社
の
神
輿
を
載
せ
た
神
船
を
釣
川
で
競
漕
さ
せ
、
形
式
上
必
ず
許
斐

社
に
勝
利
さ
せ
る（
乙
・
丙
・
丁
本
）
神
事
で
あ
る
。【
図
一
】「
田
島
宮
社
頭
古
絵

図
」
第
一
宮
の
左
方
に
付
さ
れ
た
注
記
か
ら
五
艘
の
神
船
は
鐘
崎
、
神
湊
、
今
空
閑

勝
浦
浜
か
ら
各
一
艘
、
津
屋
崎
か
ら
二
艘
が
貢
進
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、

同
注
記
に
「
放
生
会
舩
之
御
供
自
是
上
之
」「
舩
五
艘
御
供
備
自
是
上
之
」
と
あ

り
、
神
船
を
釣
川
の
第
一
宮
に
最
も
近
い
場
所
へ
係
留
し
て
御
供
が
供
せ
ら
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
大
き
な
池
の
左
側
の
注
記
に
は
「
馬
場
之
末
、
御、

、

、

、

前
之
濱
ト
云
」
と
も

あ
り
、
第
一
宮
の
正
面
を
横
に
走
る
馬
場
が
釣
川
に
突
き
当
た
る
と
こ
ろ
が
「
御
前

浜
」、
す
な
わ
ち
濱
殿
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
濱
殿
は
五
艘
の
神
船
の
係

留
場
所
と
非
常
に
近
い
距
離
に
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
以
降
の
神
輿
の
動
き
を
み
て
み
よ
う
。
第
一
宮
に
お
い

て
、
法
用
、
行
列
、
惣
宮
師
、
御
供
宮
師
、
舞
楽
、
行
司
、
一
物
渡
、
相
撲
な
ど
の
神

事
が
行
わ
れ
、
還
御
と
な
る
。
重
要
な
の
は
、
五
社
が
一
度
、
濱、

、

、

、

、

、

、

、

、

殿
に
出
御
し
て
か
ら

還
御
す
る
こ
と
で
あ
る
。

【
史
料
五
】「
神
事
次
第
」
甲
本

一　

同（
八
月
十
六
日
）

寅
時
、
五
体
御
輿
濱、

、殿
ニ
出
御
、
織
幡
モ
御
入
、
一
・
二
ハ
大
宮
ニ
入
御
、

三
ハ
御
廟
ニ
院
入
御
、
許
斐
ハ
コ
ノ
ミ
ニ
入
御
也
。

　
「
濱
」
か
ら
還
御
す
る
と
い
う
の
は
五
月
会
と
同
じ
次
第
で
あ
る
。
濱
殿
が
御
前

浜
に
あ
れ
ば
、
十
五
日
の
「
船
ク
ラ
ヘ
」
→
神
船
へ
の
御
供
→
第
一
宮
で
の
神
事
→
濱

殿
に
出
御
→
還
御
と
い
う
流
れ
に
全
く
問
題
が
な
い
。
し
か
し
、
濱
殿
が
五
月
浜
に

あ
っ
た
場
合
、
三
宮
と
許
斐
社
は
、
還
御
す
る
た
め
だ
け
に
釣
川
河
口
ま
で
神
幸
す

る
こ
と
に
な
る
。
還
御
の
た
め
に
、
辺
津
宮
～
五
月
浜
間
を
往
復
す
る
こ
と
は
、
神

事
に
必
ず
し
も
合
理
性
を
求
め
ら
れ
な
い
と
は
い
え
、
神
輿
の
動
き
と
し
て
い
か
に

も
不
自
然
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
河
窪
奈
津
子
氏
は
、
織
幡
社
が
五
月
会
・
放
生
会
と
も
中
殿
御

廟
院
で
の
御
供
に
参
加
し
な
い
こ
と
か
ら
、「
五
社
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
三
宮
・
許

斐
社
に
対
し
て
織
幡
社
は
一
線
を
画
す
意
識
が
あ
り
、
宗
像
社
と
異
な
る
神
系
・

伝
統
を
有
す
る
織
幡
社
、
荘
園
領
主
に
よ
る
支
配
を
強
く
受
け
て
い
た
伊
摩
社
と

浪
折
社
を
三
宮
・
許
斐
社
に
連
な
ら
せ
て
濱
殿
へ
神
幸
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
を

末
社
と
し
て
取
り
込
ん
だ
大
宮
司
の
支
配
権
を
誇
示
す
る
た
め
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
る
（
９
）
。
濱
殿
が
五
月
浜
に
あ
っ
た
場
合
、
一
段
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
織
幡
社
の
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四
、濱
殿
移
動
説
と
現
浜
宮
の
成
立

　
「
濱
殿
移
動
説
」
は
、「
神
事
次
第
」
甲
本
の
「
五
月
ノ
浮
殿
」
を
「
五
月
浜、

の

浮、

、殿
＝
五
月
浜、

の
濱、

、殿
」
と
解
釈
し
た
た
め
成
立
し
た
の
で
あ
る
が
、『
宗
像
神
社

史
』の
五、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

月
浜
に
濱
殿
が
あ
っ
た
と
い
う
認
識
は
既
に
近
世
段
階
で
存
在
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

【
史
料
六
】『
筑
前
国
続
風
土
記
』（
以
下
「
続
風
土
記
」）
巻
之
十
七 

宗
像

郡
下 

五、

月、

濱、

（
１０
） 

江
口
村
の
境
内
に
あ
り
。
田
島
よ
り
十
三
町
北
也
。
む
か
し
田
島
の
神
の

御
旅
所
也
。
五さ

つ
き月

松
原
あ
り
。
其
所
に
石
壇
あ
り
。
む
か
し
六み

な
つ
き月

夏な
こ
し越

和わ

儺な

の
祓
と
て
、
田
島
の
神
輿
を
、
御、

、

、

、

前
の
濱
と
云
所
よ
り
船
十
二
艘
に
の
せ
、

五、

、

、

月
濱
に
御
下
り
、
神
輿
を
石
壇
の
上
に
置
奉
り
し
と
云
。
今
は
久
し
く
絶

て
、
其
儀
式
な
し
。
御、

、

、

、

前
の
濱
と
は
、
今
の
田
島
の
社
の
東
の
川
は
た
な
り
。

五
月
五
日
此
所
に
て
競
馬
を
な
す
。
此
故
に
五、

、

、

月
濱
と
い
ふ
。
宗
像
記
に
曰
、

五
月
五
日
宗
像
家
人
、
家
々
の
嫡
子
花
や
か
に
出
立
て
、
五
月
濱
に
出
て
馬

を
乗
る
。
是
を
五さ

つ
き
ち
ご

月
児
と
云
。
家
を
つ
ぐ
嫡
子
な
け
れ
は
、
庶
子
此
日
か
け

馬
を
乗
て
、
越
度
な
き
と
き
、
宗
領
の
座
に
直
る
。
是
古
来
の
風
俗
也
。

【
史
料
七
】『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』（
以
下
「
附
録
」）
巻
之
三
十
二 

宗

像
郡
上 

江
口
村 
皐、

月、

濱、

并
松
原

田
嶋
宮
頓
宮
の
地
に
し
て
松
林
の
内
に
石
壇
あ
り
。
い
に
し
へ
ハ
五
月
五
日

み
が
、
不
自
然
な
動
き
を
す
る
こ
と
な
く
、
か
つ
移
動
距
離
も
短
く
な
り
、
河
窪
氏

の
指
摘
す
る
五
社
の
濱
殿
神
幸
の
意
義
と
も
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

十
四
日
・
十
五
日
の
放
生
会
の
神
輿
の
動
き
を
み
る
と
、
放
生
会
に
お
い
て
も
濱
殿

が
五
月
浜
に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、『
宗
像
神
社
史
』
は
「
五
月
会
・
八
月
放
生
会
の
如
き
一
社
内
だ
け

で
な
く
、
郡
内
末
社　
　

 
の
神
輿
の
神
幸
が
合
体
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
な
大
規
模

な
祭
に
つ
い
て
は
、
江
口
の
五
月
浜
を
祭
場
と
し
、
こ
こ
を
濱
宮
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」（
上
巻
四
〇
〇
頁
）
と
す
る
一
方
で
、
本
稿
が
指
摘
す
る

よ
う
な
不
可
解
な
神
輿
の
動
き
を
不
審
と
し
た
の
か
、
放
生
会
に
つ
い
て
は
、「
同
会

の
と
き
に
神
幸
す
る
濱
殿
は
、
六
月
和
儺
祓
の
と
き
に
神
幸
す
る
惣
社
の
馬
場
末
と

同
じ
で
、
釣
川
に
臨
む
御
前
の
濱
な
る
濱
殿
で
あ
っ
た
」（
下
巻
二
〇
六
頁
）
と
い
う
。

『
宗
像
神
社
史
』
は
明
言
を
避
け
る
が
、
放
生
会
を
除
く
「
郡
内
末
社　
　

 

の
神

輿
の
神
幸
が
合
体
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
祭
」
は
五
月
会
し
か
な
く
、
五

月
浜
の
濱
殿
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
五
月
会
で
の
み
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
放
生
会
だ
け
で
な
く
五
月
会
で
も
、
五
月

浜
に
濱
殿
が
あ
る
と
い
う
想
定
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、濱
殿
が「
御
前
濱
」か
ら
五
月
浜
に「
移
動
」し
た
と
す
る『
宗

像
神
社
史
』の
説
明
は
裏
付
け
ら
れ
ず
、
濱
殿
は
中
世
を
通
し
て
「
御
前
濱
」
を
動

か
な
か
っ
た
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

織
幡
・
許
斐

伊
摩
・
浪
折

織
幡
・
許
斐

伊
摩
・
浪
折
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大
祭
あ
り
し
か
、
今
は
里
民
寄
つ
と
ひ
て
か
た
は
か
り
な
る
祭
り
を
執
行
ふ

と
言
。

【
史
料
八
】『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』（
以
下
「
拾
遺
」）
巻
之
三
十
六 

宗

像
郡
上 

江
口
村 
皐、

月、

社、

皐
月
松
原
に
在
。
古
へ
田
嶋
の
神
の
頓
宮
の
地
に
し
て
五
月
五
日
大
祭
有
。

競
馬
を
も
執
行
す
。　
　

 

今
も
小
祠
を
建
て
宗
像
三
神
を
勧
請
し
毎
年
形

斗
り
の
祭
を
な
せ
り
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
を
総
合
す
る
と
、「
御
前
濱
」
と
並
び
「
五
月
濱
」
と
い
う
用
語
が

現
れ
、「
五
月
濱
」
は
か
つ
て
の
「
田
島
の
神
」（
辺
津
宮
）の
「
御
旅
所
」「
頓
宮
」
で

あ
り
、
五
月
五
日
に
競
馬
な
ど
の
「
大
祭
」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。「
附
録
」
と

「
拾
遺
」
の
内
容
は
「
続
風
土
記
」
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
記
事
の
根
拠

は
不
明
で
あ
る
（
１１
）
。
ま
た
、「
続
風
土
記
」
で
は
、
六
月
の
夏
越
祓
の
際
に
神
輿
が

「
御
前
濱
」
か
ら
「
五
月
濱
」
に
船
で
下
る
と
記
さ
れ
る
。「
拾
遺
」
で
は
、「
皐
月

松
原
」（
五
月
浜
）に
皐
月
社
（
１２
）
な
る
小
祠
が
建
ち
、
現
在
は
「
形
斗
り
の
祭
」
を

す
る
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
る
。

　

し
か
し
、
少
な
く
と
も
中
世
に
お
け
る
五
月
会
は
「
御
前
之
濱
」
で
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
は
本
稿
の
検
討
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、か
つ
、五
月
五
日
に
五
月
浜
で「
大
祭
」

が
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
史
料
は
な
い
。
さ
ら
に
、
中
世
の
「
神
事
次
第
」
諸
本
で

は
、
夏
越
祓
は
「
御
前
濱
」へ
の
神
幸
の
み
で
、「
五
月
濱
」へ
の
神
幸
の
事
実
は
確
認

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
「
続
風
土
記
」
が
完
成
す
る
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
以
前
に
、「
五
月

濱
」
に
お
け
る
「
大
祭
」
の
伝
承
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。「
大
祭
」
が
伝
承

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
か
か
る
伝
承
は
何
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
史
料
九
】「
続
風
土
記
」
巻
之
十
六 

宗
像
郡
上 

田
島

村
中
に
神
社
あ
り
。
右
に
し
る
す
宗
像
三
神
の
内
、
一
は
し
ら
の
御
神
也
。

田
島
社
職
の
輩
は
、
此
社
を
田
心
姫
と
し
、
第
一
の
宮
と
云
。　
　

 

此
神
社

い
に
し
へ
は
神
湊
の
東
六
町
、
海
の
南
一
町
許
に
あ
り
し
故
に
海へ

つ濱
宮
と
云
。

へ
と
は
海
濱
を
云
。
つ
は
助
字
な
り
。
今
其
あ
と
を
神き

の
幸か

う

屋
敷
と
云
。
其

所
に
今
も
社、

の、

跡、

あ
り
て
、い
ち
し
る
し
。
昔
の
祭
に
用
ひ
し
土
器
の
わ
れ

た
る
多
し
。
人
家
は
な
し
。
此
所
神
湊
と
江
口
と
の
間
に
あ
り
。
神
湊
の
境

内
に
し
て
、
田
島
を
去
事
半
里
許
也
。
清
氏
よ
り
四
十
八
世
の
大
宮
司
長
氏
、

後
深
草
院
建
長
年
中
、
夢
に
神
託
の
告
有
て
、
田
島
に
う
つ
し
奉
る
と
い
ひ

伝
ふ
。

【
史
料
十
】「
附
録
」
巻
之
三
十
二 

宗
像
郡
上 

神
湊
村

海（
へ
つ
）濱

宮
址　

本
編
田
嶋
の
所
に
見
え
た
り
。
田
嶋
神
社
の
旧
地
小、

祠、

あ
り
。
石

鳥
居
建
り
。
な
り
。
里
民
ハ
天
応
元
年
此
処
よ
り
田
嶋
の
宮
に
遷
座
し
給
ふ
と
い

ふ
。
故
に
神キ

ノ
カ
ウ幸

様
と
い
ふ
。

　

釣
川
を
挟
ん
で
江
口
の
「
五
月
濱
」
の
対
岸
に
位
置
す
る
神
湊
村
（
現
宗
像
市
神

湊
）の
「
海へ

つ濱
宮
」
こ
そ
元
々
の
辺
津
宮
で
、「
続
風
土
記
」
に
よ
れ
ば
鎌
倉
時
代
の

本
編
に

詳
な
り
。

其
事
前

に
し
る
す
。
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大
宮
司
長
氏
の
頃
に
、「
附
録
」
に
よ
れ
ば
天
応
元
年
（
七
八
一
）（
１３
）
に
現
在
の
田

島
の
地
へ
遷
座
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
跡
地
を
「
キ
ノ
カ
ウ
」
と
呼
び

「
神
幸
」
と
い
う
字
を
宛
て
て
い
る
。「
続
風
土
記
」
と
「
附
録
」
は
、「
社
の
跡
」「
小

祠
」
が
あ
る
と
記
す
が
、
次
に
掲
げ
る
「
拾
遺
」
は
こ
の
社
は
「
木
皮
社
」
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。

【
史
料
十
一
】「
拾
遺
」
巻
之
三
十
六 

宗
像
郡
上 

神
湊 

濱、

、宮
社

神
湊
の
東
六
町
江
口
浦
に
至
る
道
松
林
の
中
に
小
祠
有
。
宗
像
三
神
を
祭

る
。
俗
に
い
に
し
へ
の
辺
津
宮
の
址
歟
と
い
ふ
ハ
誤
な
り
。
宗
像
古
記
に
ハ
湊

ノ
木キ

カ
ハ皮

ノ
社
と
有
。
御
神
事
次
第
に
四
月
一
日
巳
時
湊
木
皮
社
事
社
者
祢

宜
作
ル
御
供
者
政
所
ノ
沙
汰
敷
物
者
上
八
村
郷
役
御
庁
ニ
大
飯
御
酒
一
瓶

政
所
沙
汰
小
野
浦
ヨ
リ
魚
一
桶
湊
浦
ヨ
リ
貝
蚫
小
勝
浦
神
人
冨

（
マ
マ
）ヲ

進
上

と
有
。

木、

、皮
を、

神、

幸、

と、

書、

て、

田、

島、

の、

神、

輿、

む、

か、

し、

神、

幸、

有、

し、

故、

に、

、
名、

つ、

く、

る、

よ、

し、

本、

編、

に、

見、

え、

た、

れ、

と、

も、

、
神
幸
を
キ
ノ
カ
ウ
と
訓
る
こ
と
、
古
記
の
内
に
見
え

す
。
又
神
字
を
キ
と
訓
義
理
も
聞
え
か
た
し
。
い
ふ
か
し
。
又
此
社
を
辺
津

宮
の
址
也
と
い
ふ
説
も
信
し
か
た
し
。
今
其
境
地
を
見
る
に
、
往
古
ハ
わ
つ
か

な
る
浪
の
打
寄
た
る
洲
崎
と
見
え
た
れ
ハ
辺
津
宮
な
ど
い
ふ
斗
の
大
社
の
ま
す

へ
き
所
に
あ
ら
す
。
…
（
中
略
）
…
常
ハ
社
と
て
も
な
く
、
毎
年
祭
の
た
ひ
こ

と
に
、
仮
り
に
神
籬
を
造
て
、
木
皮
な
と
を
以
て
上
を
葺
た
る
歟
と
お
ほ
し

き
故
に
、
神
幸
に
は
あ
ら
で
木
皮
ノ
社
と
書
し
な
る
へ
し
。
故
に
今
の
世
に
も

礎
な
ど
も
一
ツ
も
な
か
る
べ
し
。

　
「
拾
遺
」
は
、
こ
の
地
を
辺
津
宮
の
旧
跡
と
す
る
「
続
風
土
記
」「
附
録
」
の
説
を

否
定
し
、こ
の
小
祠
は
木き

か
わ皮

社
で
あ
り
、「
神
幸
」
を
「
キ
ノ
カ
ウ
」
と
訓
ず
る
こ
と
を

「
い
ふ
か
し
」
と
主
張
す
る
。「
拾
遺
」
が
「
神
事
次
第
」
を
引
用
す
る
よ
う
に
、
木

皮
社
は
四
月
一
日
に
神
事
が
行
わ
れ
る
中
世
以
来
の
宗
像
社
の
末
社
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
、「
木
皮
」
が
「
キ
ノ
カ
ウ
」
に
転
訛
し
、
そ
の
音
に
「
神
幸
」
と
い
う
漢
字
が
宛

て
ら
れ
た
た
め
、
か
つ
て
辺
津
宮
が
神
湊
か
ら
「
神
幸
」
し
た
、
す
な
わ
ち
、
木
皮
社

が
辺
津
宮
の
旧
跡
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
生
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
拾
遺
」
の

指
摘
は
ま
さ
に
卓
見
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、「
拾
遺
」
は
、
田
島（
辺
津
宮
）か
ら
神
湊
に
神
幸
し
て
来
た
の
で
、
木
皮

（
キ
ノ
カ
ウ
）
を
「
神
幸
」
と
名
付
け
た
こ
と
が
「
本
編
」
＝
「
続
風
土
記
」
に
み
え

る
と
い
う
（【
史
料
十
一
】
傍
点
部
）。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
「
続
風
土
記
」
は
、
神
湊
か

ら
田
島
に
辺
津
宮
が
移
っ
た
と
述
べ
る
の
み
で（【
史
料
九
】
傍
線
部
）、
田
島
か
ら
神

湊
に
神
幸
し
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。
と
も
あ
れ
、【
史
料
六
】
～
【
史
料
十
一
】か

ら
は
、
方
向
こ
そ
混
乱
が
生
じ
て
い
る
が
、
近
世
に
お
い
て
、
辺
津
宮
～
釣
川
河
口
の

両
岸
（
神
湊
・
江
口
）に
「
神
幸
」
の
伝
承
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
れ
る
だ

ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
「
神
幸
伝
承
」
の
成
立
を
実
際
に
斎
行
さ
れ
て
い
た
中
世
神
事

に
求
め
て
み
た
い
。「
拾
遺
」
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
世
の
木
皮
社
で
は

四
月
一
日
に
御
供
な
ど
の
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た（『
吉
野
期
神
事
目
録
』に
は
、

四
月
二
日
に
「
神
湊
木
皮
社
祭
礼
」
と
あ
る
）。
ま
た
、
濱
殿
で
五
月
会
が
行
わ
れ
る

の
と
並
行
し
て
、
木
皮
社
よ
り
少
し
西
側
に
あ
る
津
加
計
志
神
社
（『
吉
野
期
神
事

目
録
』で
は
「
綱
懸
明
神
」（
１４
）
に
お
い
て
、
五
月
五
日
に
「
津
加
計
志
祭
礼
、
祝
詞
」
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が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
祭
礼
の
た
め
に
辺
津
宮
か
ら
祝
詞
を
あ
げ
る
た
め
に
神
職

が
参
向
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
近
世
に
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
四
月
一
日
の
木
皮
社
の
御
供
や
五
月
五
日
の
津
加
計
志
社
の
祝
詞
が

伝
承
と
し
て
語
ら
れ
た
際
に
、
こ
れ
ら
の
神
事
は
混
同
・
誤
解
さ
れ
、
辺、

津、

宮、

か、

ら、

木、

皮、

社、

へ、

の、

神、

幸、

が
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
か
か
る

「
神
幸
」
の
認
識
が
転
倒
し
、
辺
津
宮
は
木
皮
社
か
ら
「
神
幸
」
し
て
来
た
神
社
で

あ
る
、
す
な
わ
ち
木
皮
社
を
旧
辺
津
宮
跡
と
す
る
伝
承
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
辺
津
宮
か
ら
木
皮
社
へ
の
「
神
幸
伝
承
」

が
釣
川
対
岸
の
江
口
に
伝
わ
っ
た
こ
と
で
、
か
つ
て
「
五
月
濱
」
が
辺
津
宮
の
頓
宮
で

あ
り
、
五
月
五
日
に
「
大
祭
」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
伝
承
が
成
立
し
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。「
五
月
濱
」
と
い
う
用
語
が
中
世
史
料
に
み
え
な
い
こ
と
か
ら
、
五
月
五

日
の
「
大
祭
」
と
い
う
伝
承
が
成
立
し
た
後
に
、
そ
の
「
大
祭
」
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ

る
場
所
を
「
五
月
浜
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で【
史
料
十
一
】に
戻
る
と
、「
続
風
土
記
」・「
附
録
」
の
「
海、

、濱
宮
（
へつ
み

や
）」に
関
す
る
記
述
に
鋭
い
指
摘
を
す
る
「
拾
遺
」
が
、
そ
の
項
目
名
を
「
濱、

、宮（
は

ま
み
や
）
社
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
誤
記
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の

内
容
が
木
皮
社
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
木
皮
社
＝
濱
宮
と
い
う
認
識
が
成

立
し
て
し
ま
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
か
つ
て
の
木
皮
社
が
現
在
は
「
浜
宮
」
と
し
て
認

識
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
濱
殿
移
動
説
」
が
説
く
よ
う
に
五
月
浜
（
江
口
）に
濱
殿
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
現
在
の
浜
宮
は
釣
川
を
挟
ん
だ
対
岸
の
神
湊
に
あ
る
た
め
、

中
世
と
現
在
の
位
置
に
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
宗
像
神
社
史
』は
こ
の
矛

盾
に
つ
い
て
、
五
月
浜
の
皐
月
神
社
が
か
つ
て
の
「
濱
殿
」
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
そ
の
一

方
で
、「
こ
の
皐
月
神
社
と
は
別
に
、
釣
川
河
口
の
西
岸
な
る
玄
海
町
大
字
神
湊
字

灘
の
砂
丘
の
松
原
の
中
に
あ
る
現
在
の
辺
津
神
社
を
、
濱、

、宮
の
址
で
あ
る
と
す
る
説

が
あ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
続
け
て
、「
続
風
土
記
」
の
「
キ
ノ
カ
ウ
サ
マ
」

（
旧
辺
津
宮
跡
）
説
に
関
し
て
は
、「
キ
ノ
カ
ウ
サ
マ
と
は
明
ら
か
に
木
皮
社
の
訓
み

方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
月
一
日
の
祭
時
に
、
黒
木
の
仮
殿
を
造
っ
て
、
祭
祀
を

営
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
」と
い
う
「
拾
遺
」の
説
に
従
う
べ
き
で
あ
り
、
木
皮
神
社（
現

辺
津
神
社
）
は
「
古、

来、

の、

濱、

殿、

で、

な、

く、

、
辺
津
宮
の
祭
礼
に
当
っ
て
潔
斎
す
る
た
め

の
黒
木
の
濱
宮
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
（
上
巻
四
〇
一
～
四
〇
二
頁
、

傍
点
は
筆
者
）。

　
「
拾
遺
」
は
「
濱、

、宮
社
」
と
い
う
項
目
を
立
て
て
は
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
木
皮
社

が
辺
津
宮
（
海、

、濱
宮
）
旧
跡
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に『
宗
像

神
社
史
』
は
、「
拾
遺
」
を
支
持
し
て
い
な
が
ら
、
濱
宮
（
は
ま
み
や
）
と
海
濱
宮
（
へ

つ
み
や
）
を
混
同
し
、
そ
の
記
述
を
「
木
皮
神
社
（
現
辺
津
神
社
）は
濱、

宮、

跡、

で、

は、

な、

い、

」
と
誤
読
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
誤
読
と
五
月
浜
に
お
け
る
「
大
祭
」
伝
承
に
基

づ
い
て
、「
五
月
ノ
浮
殿
」
を
五
月
浜
の
濱
殿
と
解
釈
し
、
現
皐
月
神
社
に
比
定
、
現

浜
宮
と
比
定
地
が
異
な
る
矛
盾
を
抱
え
た
「
濱
殿
移
動
説
」
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

整
理
す
る
と
、「
拾
遺
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
木
皮
社
＝
濱
宮
認
識
に
基
づ
く

比
定
地
が
現
在
の
浜
宮
で
あ
り
、「
五
月
浜
」
に
お
け
る
五
月
五
日
の
「
大
祭
」
伝
承

と
「
拾
遺
」
の
誤
読
に
よ
っ
て
濱
殿
の
地
を
比
定
し
た
の
が
「
濱
殿
移
動
説
」
な
の
で

あ
る
。
元
を
辿
れ
ば
、
現
在
の
浜
宮
と
「
濱
殿
移
動
説
」
と
は
、
中
世
神
事
を
素
地

と
し
て
近
世
段
階
に
形
成
さ
れ
た
「
神
幸
伝
承
」
の
産
物
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
推
論
を
重
ね
て
き
た
が
、「
濱
殿（
濱
宮
）」
は
中
世
を
通
じ
て
「
御
前
濱
」

に
あ
り
、
近
世
に
成
立
し
た
「
神
幸
伝
承
」
を
淵
源
と
し
て
現
在
の
浜
宮
や
「
濱
殿

移
動
説
」
が
成
立
し
た
と
い
う
の
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、現
浜
宮
や「
濱
殿
移
動
説
」が
中
世
に
お
け
る
史
実
を
示
し
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、こ
れ
が
近
世
の
伝
承
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
は
繰
り
返

し
強
調
し
て
お
き
た
い
。
伝
承
の
中
で
は
五
月
浜
が
五
月
会
の
場
で
あ
り
、木
皮
社
が
旧
辺

津
宮
跡
で
あ
る
こ
と
は「
事
実
」
と
し
て
伝
わ
って
い
た
の
で
あ
る
。
木
皮
社
＝
旧
辺
津
宮

跡
説
を
否
定
し
た「
拾
遺
」に
よって
、木
皮
社
が
浜
宮
と
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
皮

肉
で
あ
る
が
、そ
こ
で
現
在
も
例
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
こ
そ
最
も
重
い
事、

実、

で
あ
ろ
う
。

　

五
月
浜
で
は
、
戦
前
ま
で
十
一
歳
に
な
っ
た
男
子
が
皐
月
神
社
の
宮
座
に
入
っ
た
。

ま
た
、
五
月
五
日
に
は
、「
五
月
さ
ま
の
お
座
」
と
称
し
て
酒
二
合
、
鯛
、
餅
な
ど
の

饗
に
預
か
り
、
一
日
酒
興
を
尽
く
し
た
と
い
う
（
１５
）
。「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う

に
、
再
興
さ
れ
た
五
月
会
で
は
、
浜
宮
で
浜
降
り
の
祭
が
、つ
い
で
五
月
浜
（
五
月
松

原
）で
五
月
祭
祭
典
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
浜
宮
が
中
世
の
濱
殿
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
今
そ
れ
が
「
浜
宮
」
と
し

て
機
能
し
て
い
る
こ
と
に
歴
史
の
本
質
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に

言
え
ば
、
長
い
年
月
「
伝
承
」が
重
ね
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
、
そ
れ
が「
事
実
」
と
な
り
、

「
歴
史
」
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
浜
宮
」
は
、
紛
れ
も
な

く
宗
像
大
社
の
「
歴
史
」
を
現
代
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
考
え
る

な
ら
ば
、
現
在
の
浜
宮
こ
そ
浜
宮
で
あ
り
、
か
つ
て
の
「
海へ

つ
み
や浜

」
の
立
地
と
海
辺
で
の

神
事
を
象
徴
す
る
濱
殿
は
、
確
か
に
釣
川
河
口
へ
と
「
移
動
」
し
た
と
い
え
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
1
）
森
弘
子
「
宗
像
大
社
の
無
形
民
俗
文
化
財
」（「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産

群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議
編
『「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
研
究
報

告
』Ⅰ
、二
〇
一
一
年
）

（
2
）第
一
宮
は
現
在
の
辺
津
宮
社
殿
で
あ
り
、
第
一
宮
と
と
も
に
辺
津
宮
を
構
成

す
る
主
要
施
設
の
第
二
宮
・
第
三
宮
は
、「
田
島
宮
社
頭
古
絵
図
」
に
よ
り
中

世
末
頃
に
お
け
る
配
置
が
推
測
で
き
る
。
ど
ち
ら
も
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）

に
末
社
と
し
て
本
殿
の
周
囲
に
移
さ
れ
た
が
、
現
在
は
本
殿
の
背
後
に
あ
る
。

正
三
位
社
は
「
田
島
宮
社
頭
古
絵
図
」
か
ら
第
三
宮
境
内
（
現
地
名
に
大
字

田
島
字
第
三
ノ
下
が
残
る
）
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
延
宝
三
年
に
末
社

と
し
て
本
殿
の
周
囲
に
移
さ
れ
た
。
内
殿
（
政
所
社
）
は
、『
宗
像
神
社
史
』

（
上
巻
、
四
〇
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
第
一
宮
境
内
西
南
の
堀
の
外
に
あ
っ
た
と

さ
れ
る
が
、
現
在
は
正
三
位
社
同
様
末
社
と
し
て
本
殿
の
周
囲
に
あ
る
。
辺
津

宮
境
内
の
南
方
に
位
置
す
る
宗
像
山
山
頂
の
上
高
宮
（
上
高
宮
古
墳
）に
は

現
在
小
さ
な
祠
が
あ
り
、
宗
像
山
中
腹
の
下
高
宮
は
古
代
の
露
天
祭
祀
遺
跡

で
あ
る
。『
宗
像
神
社
史
』（
上
巻
、
三
八
九
頁
）は
、
上
高
宮
に
社
殿
が
設
け

ら
れ
る
以
前
に
、
下
高
宮
に
お
い
て
上
高
宮
を
祀
る
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
と

す
る
。
上
高
宮
・
下
高
宮
に
は
現
在
社
殿
は
な
い
が
、
両
者
を
指
す
「
上う

え
ど
ん殿

」

と
い
う
地
名
が
残
る
。
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（
3
）
河
窪
奈
津
子
「
宗
像
大
社
所
蔵
の
神
事
史
料
」（『
神
道
宗
教
』
二
一
一
号
、

二
〇
〇
八
年
）に
お
い
て
各
伝
本
の
成
立
時
期
が
考
察
さ
れ
、
内
容
と
し
て
は

甲
・
乙
・
戊
本
の
三
種
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
一
五
八
頁
で
は
、「
館
」
は
社
務
館
の
こ
と
と
し
、

「
社
務
館
の
浮
殿
は
第
一
・
第
二
宮
の
中
間
の
大
宮
司
の
社
務
館
の
池
の
中
に

あ
る
浮
殿
」
と
注
記
す
る
。
た
だ
し
、「
館
浮
殿
」
の
場
所
に
つ
い
て
の
根
拠
は

不
詳
で
あ
る
。

（
5
）中
世
の
神
事
に
つ
い
て
、五
月
会
は『
宗
像
神
社
史
』下
巻
一
五
七
～
一
八
二
頁
、

放
生
会
は
同
一
九
六
～
二
一
九
頁
に
詳
し
い
。
な
お
、【
表
一
】は『
宗
像
神
社

史
』が
掲
載
す
る
神
事
表
を
基
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
6
）『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
で
は
、
当
該
箇
所
を
「
濱
宮
、
五
社
」
と
翻
刻
す

る
が
、「
濱
宮
の
五
社
（
祭
神
）」
の
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
濱
宮
五
社
」
と
表

記
す
る
の
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。
濱
宮
に
五
つ
の
祭
神
が
あ
る
こ
と
は『
宗
像

三
所
大
菩
薩
御
座
次
第
』か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
7
）
河
窪
奈
津
子
「
宗
像
大
社
所
蔵
文
書
と
宗
像
大
社
中
・
近
世
史
」（「
宗
像
・

沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議
編
『「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連

遺
産
群
」
研
究
報
告
』Ⅰ
、
二
〇
一
一
年
）で
は
、
各
史
料
の
成
立
時
期
に
は

幅
が
あ
り
、
無
批
判
に
同
時
期
の
神
事
と
み
な
す
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
警

告
す
る
。

（
8
）『
宗
像
宮
年
中
諸
神
事
御
供
下
行
事
』
八
月
十
三
日
条
で
は
「
こ
ひ
の
神
人
」

が
「
小
神
供
四
十
膳
内
」
の
三
膳
を
下
行
さ
れ
て
い
る
が
、
同
十
四
日
条
で
は

「
第
一
・
第
二
・
第
三
・
こ
ひ
の
神
人
」
が
「
小
神
供
三
十
六
膳
内
」
の
三
膳

を
そ
れ
ぞ
れ
下
行
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
河
窪
奈
津
子
「
中
世
宗
像
社
の
神
事
と
宗
像
大
宮
司
の
社
領
支
配
」（『
神
道

宗
教
』二
二
二
・
二
二
三
合
併
号
、二
〇
一
一
年
）。

（
10
）『
筑
前
国
続
風
土
記
』、『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』、『
筑
前
国
続
風
土
記

拾
遺
』の
引
用
は
、
中
村
正
夫
編
校
訂
『
宗
像
郡
地
誌
綜
覧
』（
文
献
出
版
、

一
九
九
七
年
）に
よ
る
。

（
11
）
河
窪
奈
津
子
「
宗
像
大
社
所
蔵
文
書
と
宗
像
大
社
中
・
近
世
史
」（
前
掲
）。

（
12
）五
月
神
社
は
、
現
在
辻
原
若
宮
（
辻
八
幡
宮
、
大
字
江
口
字
皐
月
）の
境
内
社

で
、「
元
は
皐
月
神
社
（
旧
無
格
社
）
と
し
て
大
字
江
口
字
サ
ツ
キ
に
鎮
座
し
、

古
来
宗
像
本
宮
五
月
会
の
頓
宮
で
あ
つ
た
が
、
大
正
十
四
年
こ
こ
に
合
祀
さ
れ

た
」
と
い
う
（『
宗
像
神
社
史
』
上
巻
六
八
〇
頁
）。

（
13
）
天
応
元
年
（
七
八
一
）
と
す
る
根
拠
は
、『
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
』の
「
天
応

元
年
辛酉

有
二
御
詫（

託
）

託
宣
一
、
虚
空
仁
声
有
天
云
、
為
レ
示
二
吾
宗
大
神
之
居
一
、
号
二

始
此
所
於
宗
像
一
畢
。
早
氏
男
之
屋
敷
仁
造
レ
社
、
可
レ
崇
レ
吾
」だ
と
思
わ
れ
る
。

（
14
）『
福
岡
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
）の
「
宗
像
市　

神
湊
浦
」
の
項

で
は
、「
湊
木
皮
社
」
に
つ
い
て
の
記
述
の
中
で
「
一
二
月
一
八
日
に
は
湊
社
の

祭
事
が
あ
り
、
戌
本
・
癸
本
に
は
「
津
加
気
志
ト
申
」
と
記
さ
れ
る
。「
宗
像

神
社
史
」
は
同
社
を
神
湊
の
辺
津
神
社
に
あ
た
る
と
す
る
」
と
い
う
が
、
こ
れ

は
木
皮
社
と
津
加
計
志
社
を
混
同
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
「
神
事
次

第
」
戌
・
癸
本
に
は
「
湊
社
祭
事
、
津
加
気

（
マ
マ
）志

ト
申
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、こ

の
「
湊
社
」
は
津
加
計
志
社
を
指
し
、「
湊
木
皮
社
」
と
は
別
の
神
社
で
あ
る
。

（
15
）
森
弘
子
「
宗
像
大
社
の
無
形
民
俗
文
化
財
」（
前
掲
）。




